
現代経済理論A

特に20世紀前半までの資本主義経済の変
化過程を理論的（あるいは制度論的）に理
解する。

諸政策の背景にある経済理論について考える
ことができるようになる。歴史的変化のプロセ
スを理論的に説明できるようになる。 2 * Δ ○ ○ Δ ◎ ◎

理論経済学ⅠA

市場の仕組みを理解する ミクロ経済学を学習する上で必要となる諸概
念を理解することができるようになる。
1.需要曲線の概念を理解することができるよう
になる。
2.供給曲線の概念を理解することができるよう
になる。

2 * ◎ ◎ ◎ Δ ○ ◎ ◎ ○

理論経済学ⅡA

マクロ経済学を中心として経済学の基礎的
な考え方や分析方法を学ぶ。

1．市場経済の機能と基礎的なマクロ経済理論
を体系的に身につけることができる。
2．マクロ経済に関する諸概念を理解し，自分
の力でそれらを現実経済に適用し、議論を展
開することができる。 2 * ◎ ◎ Δ ○ ○ ○

統計学A
資料の整理と推測統計基礎 統計学の基礎概念を理解する。種々の表を批

判的に見られる。簡単なデータ処理が出来る。 2 * ◎ Δ ○ ○

経済変動論A 資本主義の原理的機構分析 資本主義経済の本質理解が可能になる。 2 * ◎ ◎ ○ ○

経済数学Ⅰ

経済学で用いられる基礎的な数学につい
て学ぶ。

1．初等的な解析学（特に微分法）の知識を身
に着け,実際に様々な関数を微分できる。
2．微分法を中心として数学的手法がどのよう
に経済学に適用されるのかを理解できる。

1 * ○ ◎ ○

金融制度論A
証券市場論、株式会社論 主要国（オランダ、イギリス、アメリカ、日本）の

証券市場創成史、国民経済と証券市場との関
連について一通り理解する。

2 * ○ ○ ○ ◎ ○ Δ ○ Δ Δ

財政学A
現代財政学の基礎 現代の財政問題と理論的に解明するための基

礎を修得する。 2 * ○ ○ Δ ◎ ○ ○ ○

経営学総論A
企業の形態とその構造、組織について 現代企業の仕組みと社会との関係を理解でき

るようになる。 2 * ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ Δ

西洋経済史A

ヨーロッパ経済史を通して経済学の基礎知
識を学ぶ。

近代から現代のヨーロッパ経済の発展過程を
たどることによって、
1．経済学的な分析手法の基礎を習得すること
ができる。
2．現在のヨーロッパ経済の歴史的基礎を理解
することができる。

2 * ◎ ○ ◎ Δ

日本経済史A

近代日本経済に生じた事象の因果関係を
理解する。

1. 日本帝国主義を含む戦前日本経済の実相
を理解できるようになる。
2. 事象を複眼的に捉えることができるようにな
る。

2 *

○ ○ Δ ◎ Δ

アジア経済史A
授業科目の主題：中国を例に近代アジア
経済史の基礎知識を学ぶ。

近代アジアにおける資本主義的経済発展につ
いて再考することを目標とする。 2 * ○ ○ ○ ◎ Δ

比較経済体制論A
戦後世界経済と経済システム：歴史的変容
と現在

比較経済学に基づき歴史的・制度的視点から
世界経済動向を理解し、現在を捉える力を養
う。

2 * ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

総合講義Ⅰ 　 1 * 　

総合講義Ⅱ
ゲスト講師の生の声を通じて、21世紀の地
域社会のありかたを模索します。

現代の地域社会に対する的確な理解と課題に
対する提言能力が向上します。 1 * ◎ Δ Δ Δ ◎ Δ

政治経済学A

資本主義経済を構成する基礎概念を理解
する。

1．基礎概念を歴史認識に基づいて理解できる
ようになる。
2．上記諸概念を使って現代資本主義の諸問
題にアプローチすることができるようになる。

2 * ◎ ○ ○ ◎ ○

x 政治経済学B
資本主義経済の構造およびその変化を理
解する。

現代資本主義に到る構造変化のプロセスを説
明できるようになる。 2 * ◎ ○ ○ ◎ ○

x 現代経済理論B
資本主義の黄金時代以降の資本主義経
済の諸問題の理解と，多様な理論的アプ
ローチを理解する。

時間軸・空間軸などに沿って多角的な理論的
考察ができるようになる。 2 * Δ ○ ○ Δ ◎ ◎

理論経済学IB

不完全競争と市場の失敗について理解す
る

1．市場における企業行動の特徴と問題点を
理解することができるようになる。
2．経済政策の考え方を理解することができる
ようになる。
3．様々な経済問題を経済学の観点から理解
することができるようになる。

2 * ◎ ◎ ◎ Δ ○ ◎ ◎ ○

x 理論経済学ⅡB

マクロ経済学に関する標準的な考え方や
分析方法を体系的に学ぶ。

1．標準的なマクロ経済理論を体系的に身につ
け、それを論理的に説明できる。
2．マクロ経済に関する諸概念を理解し，自分
の力でそれらを現実経済に適用できる。

2 　 * ◎ ◎ Δ ○ ◎ ○

x 計量経済学A
横断面データを用いた線形回帰分析手法 横断面データを用いた回帰分析手法が理解で

きるようになる。 2 * ◎ ○ ◎

x 計量経済学B
横断面データ以外のデータを用いた回帰
分析手法

横断面データ以外のデータを用いた回帰分析
手法が理解できるようになる。 2 * ◎ ○ ◎

応用計量経済学A

横断面データを用いた回帰分析をソフト
ウェアを利用して実践する。

計量経済モデルを作成し、横断面データによ
る回帰分析をソフトウェアを用いて行い、その
結果の解釈ができるようになる。 2 * ◎ ○ Δ ◎ ◎ ◎

応用計量経済学B
横断面データ以外のデータを用いた回帰
分析をソフトウェアを利用して実践する。

計量経済モデルを作成し、横断面データ以外
のデータによる回帰分析をソフトウェアを用い
て行い、その結果の解釈ができるようになる。

2 * ◎ ○ Δ ◎ ◎ ◎

統計学B
仮説検定の理論と実際 仮説検定の理論を発展させる。さらにパソコン

による数値計算が出来るようにする。 2 * ◎ Δ ○ ○

経済統計学A
経済分析に使われる統計手法の基礎を学
習する。

基礎的な統計計算が一通り出来るようになる。
2 * ◎ Δ ○ ○

経済統計学B
経済分野ならではの実データに関する知
識を得る。

主要な経済統計を読めるようになる。
2 * ◎ Δ ○ ○

経済変動論B 資本主義の歴史的展開分析 資本主義経済の歴史認識が可能になる。 2 * ◎ ○ ◎ ○

経済数学Ⅱ

線形代数に関する基礎知識を学ぶ。 1．行列を用いて連立１次方程式を表現し、解
けるようになる。
2．経済学や経営学に関する問題が数式で表
現できるようになる。

1 * ○ ◎ ○

経済学史A
経済学の理論がいかに形成されてきたかが理
解できるようになる。 2 * ○ ○ ◎

x 経済学史B
市場経済の性格、価値、富の問題を中心
に主としてマルクスとマルクス以降の学史
を講義する。

経済学の理論がいかに形成されてきたかが理
解できるようになる。 2 * ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

経済政策論A 2 * ◎ ○ ○ Δ ◎ Δ
経済政策論B 2 * ◎ ○ ○ Δ ◎ Δ

金融経済論A
金融経済の基礎 金融の基本的概念、基盤となる制度について

広い視野から理解することが出来る。 2 * ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ Δ ○ Δ Δ

学類のCP(カリキュラム編成方針）

11. さま
ざまな情
報源(日
本語以
外で発
信されて
いるもの
も含む)
から適切
な情報を
取捨選
択し、有
益に活
用する能
力を養
う。

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

8. 国際
社会、
日本社
会、地
域社会
が抱え
る諸問
題を理
解し、解
決の為
の政策
立案能
力を養
う。

9. 将
来、社
会の一
員とし
て働く
ことの
意識を
高める
ととも
に、
キャリ
ア形成
のため
の基盤
を形成
する。

以下の5つの人材養成目標を掲げ、この人材養成目標に到達した者に学士（経済学）の学位を授与する。

1. 幅広い教養、知識、判断力を持った社会で活躍できる人材を養成する。
2. 経済学・経営学の専門知識を持った人材を養成する。
3. 現代社会に対する強い問題意識をもち、自分自身の力で課題を発見し、解決する能力をもった人材を養成する。
4. 高いコミュニケーション能力（外国語によるものも含む）、プレゼンテーション能力、IT能力を養う。
5. 地域社会が抱える問題に強い関心をもち、そこに積極的に関わることのできる人間性豊かな人材を養成する。

後
期

6. 現代
経済社
会が形
成される
に至った
過程及
び背景
を理解
する。

7. さまざ
まな経
済学説
や理論
を修得
する。

10. 課
題を発
見し、
自ら調
べ、解
決策を
導き出
す能力
を培う。

学年

2012年度版

12. 社会
人に必要
なコミュニ
ケーション
能力、IT
能力、プ
レゼン
テーション
能力、ディ
ベート能
力を身に
つける。

学類のカリキュラム

科目番
号（今年
度非開
講の科
目にはx
をつけ
た）

授業科目名
授業科目の主題
（この授業科目の中心となる題目・問題・
テーマ等）

4. 企業、
組織の
しくみを
学び、経
営に必
要な知
識を得
る。

5. 国際
経済、国
際社会
の動向
および外
国経済
事情に
対する理
解を深
める。

前
期

学域名 人間社会学域

学類名 経済学類

学類の学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学習成果を上げるために履
修することが求められる科目）

【2008年度から2011年度の入学者】初年度には経済学を学ぶにあたっての基礎的なツールとなる「経済数学」や、経済学への興味関心を高めることを目的に配
置した「総合講義」を履修して、2年次以降に本格化する専門科目の履修に備える。専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に
応じて自主的に履修計画を作成することができるが、共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目を学類共通科目（13科目）として配置し、そこから5科目
(10単位）を履修することが卒業要件となっている。なお、2年次から経済理論・経済政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属され
るが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも6科目12単位修得することが卒業要件となっている。また、3年次から、各自が関心を持つ専門演
習に配属され，専門分野をより深く探求する．演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。
【2012年度以降の入学者】専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に応じて自主的に履修計画を作成することができる。しかし
共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目は、学類共通科目として選択必修になっている。学類共通科目は、数学系、原論系、経済史、学説・思想系の
四領域から、それぞれ2,2,1,1科目以上、全体で6科目12単位を履修することが卒業要件となっている。3年次から、各自が関心を持つ専門演習に配属され、専
門分野をより深く探求する。演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。また演習配属後に、経済理論・経済
政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属されるが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも8科目16単位修得する
ことが卒業要件となっている。

1. 幅広い
教養を身
につけ、
複眼的に
現代社
会を視る
目を養
う。

2. 経済
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学を学ぶ
に必要な
基礎的な
考え方や
分析手
法を修得
する。

3. 市場
経済の
しくみと
政府の
役割を
理解す
る。

学生の学習目標
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学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

8. 国際
社会、
日本社
会、地
域社会
が抱え
る諸問
題を理
解し、解
決の為
の政策
立案能
力を養
う。

9. 将
来、社
会の一
員とし
て働く
ことの
意識を
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ととも
に、
キャリ
ア形成
のため
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を形成
する。

以下の5つの人材養成目標を掲げ、この人材養成目標に到達した者に学士（経済学）の学位を授与する。

1. 幅広い教養、知識、判断力を持った社会で活躍できる人材を養成する。
2. 経済学・経営学の専門知識を持った人材を養成する。
3. 現代社会に対する強い問題意識をもち、自分自身の力で課題を発見し、解決する能力をもった人材を養成する。
4. 高いコミュニケーション能力（外国語によるものも含む）、プレゼンテーション能力、IT能力を養う。
5. 地域社会が抱える問題に強い関心をもち、そこに積極的に関わることのできる人間性豊かな人材を養成する。

後
期
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に至った
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する。
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を修得
する。

10. 課
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見し、
自ら調
べ、解
決策を
導き出
す能力
を培う。

学年
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12. 社会
人に必要
なコミュニ
ケーション
能力、IT
能力、プ
レゼン
テーション
能力、ディ
ベート能
力を身に
つける。

学類のカリキュラム

科目番
号（今年
度非開
講の科
目にはx
をつけ
た）

授業科目名
授業科目の主題
（この授業科目の中心となる題目・問題・
テーマ等）

4. 企業、
組織の
しくみを
学び、経
営に必
要な知
識を得
る。

5. 国際
経済、国
際社会
の動向
および外
国経済
事情に
対する理
解を深
める。

前
期

学域名 人間社会学域

学類名 経済学類

学類の学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学習成果を上げるために履
修することが求められる科目）

【2008年度から2011年度の入学者】初年度には経済学を学ぶにあたっての基礎的なツールとなる「経済数学」や、経済学への興味関心を高めることを目的に配
置した「総合講義」を履修して、2年次以降に本格化する専門科目の履修に備える。専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に
応じて自主的に履修計画を作成することができるが、共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目を学類共通科目（13科目）として配置し、そこから5科目
(10単位）を履修することが卒業要件となっている。なお、2年次から経済理論・経済政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属され
るが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも6科目12単位修得することが卒業要件となっている。また、3年次から、各自が関心を持つ専門演
習に配属され，専門分野をより深く探求する．演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。
【2012年度以降の入学者】専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に応じて自主的に履修計画を作成することができる。しかし
共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目は、学類共通科目として選択必修になっている。学類共通科目は、数学系、原論系、経済史、学説・思想系の
四領域から、それぞれ2,2,1,1科目以上、全体で6科目12単位を履修することが卒業要件となっている。3年次から、各自が関心を持つ専門演習に配属され、専
門分野をより深く探求する。演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。また演習配属後に、経済理論・経済
政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属されるが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも8科目16単位修得する
ことが卒業要件となっている。
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学生の学習目標

x 金融経済論B

金融経済に関する歴史的視角と現代的課
題

基礎知識を前提に、各国金融制度を歴史的観
点及び現代的観点から見ること等を通じて経
済活動を体系的に理解することが出来る。 2 * ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ Δ ○ Δ Δ

金融制度論B
証券市場論、株式会社論 有価証券（株式、債券）と企業金融について理

解を深める。また、発展学習である敵対的買
収と買収防衛策についても一通り理解する。

2 * ○ ○ ○ ◎ ○ Δ ○ Δ Δ

社会政策論Ⅰ

　現代日本の雇用と働き方・働かせ方が抱
える問題点と改革の方策について、「雇用」
に焦点をおいて考察する。
　「今日の雇用・失業・半失業の現状」、「雇
用形態の特徴」、「雇用・失業問題を規定
する背景と要因」、「雇用・失業に関する社
会政策の展望」などを取り上げる。

・今日の雇用・失業の現状について統計資料
を用いて分析するを力をつける。
・雇用・失業に関する社会政策は歴史的にど
のように発展してきたかについて理解する。
・雇用・失業政策をめぐる今日の対抗について
理解するとともに、望ましい雇用・失業政策に
ついて自らの見解を持てるようにする。

2 * ○ ○ Δ ◎ ○ ○

社会政策論Ⅱ

　現代日本の雇用と働き方・働かせ方が抱
える問題点と改革の方策について、「働き
方・働かせ方」に焦点をおいて考察する
　「雇用と働き方・働かせ方と労働基準」、
「働きすぎ社会の問題」、「最低賃金制」、
「労使関係と労働組合」、「働き方から見た
男女平等」、「ディーセント・ワーク実現に向
けた社会政策の課題」などを取り上げる。

・日本の労働時間や賃金、労使関係、男女平
等などをめぐる現状について統計資料を用い
て分析するを力をつける。
・それらの日本的特徴及びそれを規定してい
る要因について、諸外国との比較をとおして理
解する。
・労働時間や賃金、労使関係、男女平等に関
する政策をめぐる今日の対抗について理解す
るとともに、望ましい政策について自らの見解
を持てるようにする。

2 * ○ ○ Δ ◎ ○ ○

社会保障論Ⅰ 2 * ○ Δ ○ Δ Δ ◎ Δ ◎ ○
社会保障論Ⅱ 2 * ○ Δ ○ Δ Δ ◎ Δ ◎ ○

財政学B
財政学の現代的応用 財政のグローバル化など、現代の財政現象を

理論的に理解できるようになる。 2 * ○ ○ Δ Δ ○ ◎

地方財政論A
地方政府の歳入と税制 1.国と地方の財源配分の考え方と制度を理解

する。
2.地方税の特質を理解する。

2 * ○ Δ ◎ ○ ○

地方財政論B
地方政府の歳出と公信用 自治体の主要な歳出分野の内容を理解し、持

続可能な財政運営を行う上での観点や手法に
関する知識を得る。

2 * ○ Δ ◎ ○ ○

地域経済論A

グローバル化のもとでの諸地域経済の現
状、課題、発展戦略

1．現代経済に関する地域的視点および地域
経済分析の理念と方法を学ぶ。
2．足下の地域の実態から経済社会の問題を
解明する分析視角を養う。

2 * ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

地域経済論B

地域経済学の理論、分析方法、地域政策
の歴史

1．現代経済に関する地域的視点および地域
経済分析の理念と方法を学ぶ。
2．地域経済学と地域政策の歴史的な展開を
理解する。

2 * ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

生活経済論A

消費生活経済学の背景 1.生活経済学の理論的背景が理解できるよう
になる。
2.世界経済の中に、日本・地域での私たちの
生活に関わる経済問題を、労働生活と消費生
活の側面から、把握できるようになる。 2 * ○ ○ Δ ○ ◎ ○ ○

生活経済論B

消費生活経済の新たな展開 1.生活経済の新たな諸問題を理解する。
2.生活環境のあらゆる場面で主体的で自立し
た社会人となるために必要な知識の体系を身
につける。 2 * ○ ○ Δ ○ ◎ ○ ○

環境経済論A 2 * ○ ○ ○ ◎ ○
環境経済論B 2 * ○ ○ ○ ◎ ○

x 農業経済論A 2 * ○ ○ ○ ◎ ○
x 農業経済論B 2 * ○ ○ ○ ◎ ○

x 現代スポーツ論

社会変化とスポーツ文化との関わり 社会変化とスポーツ文化との関わりについて、
歴史を通じて理解する。また、それを踏まえて
現代社会で求められているスポーツのあり方
について学ぶ。

2 * ◎ Δ ○ ○ ○ 　

経営学総論B

現代企業の経営戦略とグローバル化の展
開

現代企業がどのように経営戦略を立て、それ
を実行しているのか、情報化やグローバル化
の視点から理解できるようになる。 2 * ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ Δ

x 経営管理論A
経営管理理論の潮流 企業において経営管理がいかに実践されてき

たのか、理論と実践の両面から理解できるよう
になる。

2 * ◎ ◎ ○ Δ ○

x 経営管理論B
日本企業の経営管理 日本企業がどのように経営管理を実践してい

るのか、その変遷と現状について理解できるよ
うになる。

2 * ◎ ◎ ○ ○ ◎

生産システム論A

生産システムの概念を総合的視点から言
及しながら、次世代へつながる知的生産シ
ステムの基礎理論・手法について講義す
る。

1. 生産システムの概念と原理について、理解
できるようになる。
2. 次世代生産システムの実現のために求めら
れる要件について議論できるようになる。

2 * ○ ◎ ○

生産システム論B

生産システムの運営に関わる生産管理の
考え方や技法について講義した上、その実
例を紹介する。

1．生産管理の概念と基礎知識について、理解
できるようになる。
2．生産管理の抱えている諸問題を明らかにし
た上で、その解決のための基本的な考え方や
方法論について議論できるようになる。

2 * ○ ◎ ○

経営情報論A 企業の組織と情報 企業の組織現象を情報に注目して理解する。 2 * Δ ◎ ○ ○

経営情報論B
企業の戦略と情報および情報の視点で見
た企業の業務プロセス

企業の戦略行動を情報に注目して理解する。
また情報システム関連誌の内容を理解できる
ようにする。

2 * Δ Δ ◎

ビジネス・ファイナンスA

ファイナンスに関する基本的な知識や概念
を体系的に整理し、問題演習とＰＣ実習を
通して、基礎理論を確実に身につけていく
ことを目的としています。 ※この講義で対
象とするファイナンス
の分野は（コーポレート・ファイナンス、ポー
トフォリオ理論）です。

1．設備投資に関する様々な評価手法を理解
できるようになる。
2．ＭＭ理論に基づいて、資金調達・資本構成・
配当政策の考え方を理解できるようになる。
3. ポートフォリオ理論に基づいて、リスク・リ
ターン・分散投資の考え方を理解できるように
なる。
4．計算問題演習を通して、企業の財務行動の
理論や企業価値の評価方法を理解できるよう
になる。
5．パソコンを使った実習を通して、企業の財務
行動の理論や企業価値の評価方法を理解で
きるようになる。

2 * ◎ ◎ ○ Δ ◎ ◎
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学類のCP(カリキュラム編成方針）

11. さま
ざまな情
報源(日
本語以
外で発
信されて
いるもの
も含む)
から適切
な情報を
取捨選
択し、有
益に活
用する能
力を養
う。

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

8. 国際
社会、
日本社
会、地
域社会
が抱え
る諸問
題を理
解し、解
決の為
の政策
立案能
力を養
う。

9. 将
来、社
会の一
員とし
て働く
ことの
意識を
高める
ととも
に、
キャリ
ア形成
のため
の基盤
を形成
する。

以下の5つの人材養成目標を掲げ、この人材養成目標に到達した者に学士（経済学）の学位を授与する。

1. 幅広い教養、知識、判断力を持った社会で活躍できる人材を養成する。
2. 経済学・経営学の専門知識を持った人材を養成する。
3. 現代社会に対する強い問題意識をもち、自分自身の力で課題を発見し、解決する能力をもった人材を養成する。
4. 高いコミュニケーション能力（外国語によるものも含む）、プレゼンテーション能力、IT能力を養う。
5. 地域社会が抱える問題に強い関心をもち、そこに積極的に関わることのできる人間性豊かな人材を養成する。

後
期

6. 現代
経済社
会が形
成される
に至った
過程及
び背景
を理解
する。

7. さまざ
まな経
済学説
や理論
を修得
する。

10. 課
題を発
見し、
自ら調
べ、解
決策を
導き出
す能力
を培う。

学年

2012年度版

12. 社会
人に必要
なコミュニ
ケーション
能力、IT
能力、プ
レゼン
テーション
能力、ディ
ベート能
力を身に
つける。

学類のカリキュラム

科目番
号（今年
度非開
講の科
目にはx
をつけ
た）

授業科目名
授業科目の主題
（この授業科目の中心となる題目・問題・
テーマ等）

4. 企業、
組織の
しくみを
学び、経
営に必
要な知
識を得
る。

5. 国際
経済、国
際社会
の動向
および外
国経済
事情に
対する理
解を深
める。

前
期

学域名 人間社会学域

学類名 経済学類

学類の学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学習成果を上げるために履
修することが求められる科目）

【2008年度から2011年度の入学者】初年度には経済学を学ぶにあたっての基礎的なツールとなる「経済数学」や、経済学への興味関心を高めることを目的に配
置した「総合講義」を履修して、2年次以降に本格化する専門科目の履修に備える。専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に
応じて自主的に履修計画を作成することができるが、共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目を学類共通科目（13科目）として配置し、そこから5科目
(10単位）を履修することが卒業要件となっている。なお、2年次から経済理論・経済政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属され
るが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも6科目12単位修得することが卒業要件となっている。また、3年次から、各自が関心を持つ専門演
習に配属され，専門分野をより深く探求する．演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。
【2012年度以降の入学者】専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に応じて自主的に履修計画を作成することができる。しかし
共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目は、学類共通科目として選択必修になっている。学類共通科目は、数学系、原論系、経済史、学説・思想系の
四領域から、それぞれ2,2,1,1科目以上、全体で6科目12単位を履修することが卒業要件となっている。3年次から、各自が関心を持つ専門演習に配属され、専
門分野をより深く探求する。演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。また演習配属後に、経済理論・経済
政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属されるが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも8科目16単位修得する
ことが卒業要件となっている。

1. 幅広い
教養を身
につけ、
複眼的に
現代社
会を視る
目を養
う。

2. 経済
学・経営
学を学ぶ
に必要な
基礎的な
考え方や
分析手
法を修得
する。

3. 市場
経済の
しくみと
政府の
役割を
理解す
る。

学生の学習目標

ビジネス・ファイナンスB

デリバティブ（金融派生商品）に関する知識
や概念を体系的に整理し、問題演習とＰＣ
実習を通して、基礎理論を確実に身につけ
ていくことを目的としています。※この講義
で対象とするファイナンスの分野は（オプ
ション価格理論）です。

1．デリバティブ（金融派生商品）の取引目的
を、理解することができるようになる。
2．先物理論価格に基づいて、先物取引の価
値・損益を理解することができるようになる。
3. オプション価格理論に基づいて、オプション
取引の価値・損益を理解することができるよう
になる。
4．計算問題演習を通して、デリバティブの理
論や具体的な取引内容を理解することができ
るようになる。
5．パソコンを使った実習を通して、デリバティ
ブの理論や具体的な取引内容を理解すること
ができるようになる。

2 * ◎ ◎ ○ ○ ◎

会計学原理A 会計学基礎 伝統的会計実践の構造と機能を理解する。 2 * ○ ◎ ○ Δ ◎

会計学原理B
会計モデルの記述・分析 現行会計モデルの理論的枠組み、特徴、およ

び問題点を理解する。 2 * ○ ◎ ○ Δ ◎

管理会計論A 2 * ○ ◎ Δ ◎ Δ ○ ◎ Δ
x 管理会計論B 2 * ○ ◎ Δ ◎ Δ ○ ◎ Δ

財務会計論A
財務諸表の構造的理解 会計情報の外部利用者として，財務諸表の情

報内容について構造的に理解できるようにな
る。

2 * ○ ◎ ○ ◎ Δ ○ ◎ Δ

財務会計論B
財務諸表に基づく経営分析 会計情報の外部利用者として，財務諸表に基

づく経営分析が実行できるようになる。 2 * ○ ◎ ○ ◎ Δ ○ ◎ Δ

情報科学A
情報化社会の進展の概要 情報化社会の進展のために、技術、政策、

サービスの全体を理解する。 2 * ◎ ○ ○ ◎ ○

情報科学B
情報（データ）分析の方法論 情報分析のための統計的データ解析に基づい

た方法論を学ぶ。 2 * ○ ◎ ○ ◎ ◎

マーケティングA
マーケティングの考え方基礎理論を学ぶ 企業のマーケティング活動について、基本的

な理解ができるようになる。 2 * ○ ◎ Δ ◎ ○ ○ ◎ ○

マーケティングB
マーケティングの知識を応用する 研究開発から市場までの一連の企業活動を

理解し分析できるようになる。 2 * ○ ◎ Δ ◎ ○ ○ ◎ ○

経営戦略論
企業経営と戦略 企業経営における戦略の役割と経営戦略につ

いて理解する。 2 * ○ ◎ Δ

西洋経済史B

ヨーロッパ経済史を通して経済史の基礎理
論を学ぶ。

古代から近代のヨーロッパ経済の発展過程を
たどることによって、
1．経済史から経済学にアプローチする手法を
身に付けることができる。
2．現在のヨーロッパ経済の歴史的基礎を理解
することができる。

2 * ○ ○ ◎ Δ

日本経済史B
現代日本経済に生じた事象の因果関係を
理解　する

1. 戦後日本経済の実相を理解できるようにな
る。
2. 事象を複眼的に捉えることができるようにな
る。

2 * ○ ◎ Δ ◎ Δ

アジア経済史B

近現代中国における資本主義化・工業化
の特徴。

近現代東アジアにおける資本主義的発展の意
義について理解することを目標とする。

2 * ○ ○ ◎ Δ

社会思想史A
現代社会を支える思想の歴史的形成過程
の検証

現代社会が抱える自由、平等、人権、マイノリ
ティ問題等を考えるさいの方法的視野を広げ
ることができる。

2 * ○ ◎

社会思想史B
現代社会を支える思想の歴史的形成過程
の検証

現代社会が抱える自由、平等、人権、マイノリ
ティ問題等を考えるさいの方法的視野を広げ
ることができる。

2 * ○ ◎

世界経済論A

20世紀の世界経済の展開 20世紀以降の世界経済の展開と概要を、経済
理論、政治経済思想、豊かな国とそうでない国
との関係性などを通じて理解する。 2 * ◎ Δ Δ ◎ ○ Δ ◎

世界経済論B

21世紀：発展途上国経済を巡る世界の動
き

1. 発展途上国経済の現状について学ぶ。
2. 発展途上国に対する支援やBOPビジネスを
通じて、発展途上国経済に対する理解を深め
る。
3. 世界経済および発展途上国経済を理解す
るための統計とその利用方法について学ぶ

2 * ◎ Δ Δ ◎ ○ Δ ◎ 　

国際公共経済論A

国際公共財に関する総論：歴史と理論 1. 国際政治経済秩序の根幹を成す「国際公共
財」につき、①「国際公共財」とは何か、②「国
際公共財」の形成・発展過程について理解す
ることができる。
2. 国際政治経済学の代表的理論について理
解することができる。

2 * ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○  

国際公共経済論B
国際公共財に関する各論 国際法、国際機構、対途上国援助など、現代

世界における主要な国際公共財について、具
体的に理解することができる。

2 * ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

比較経済体制論B
 経済システムの国際比較 比較経済学に基づき世界各地の経済システム

の特質を理解し、現在を捉える力を養う。 2 * ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

環日本海地域論A
環日本海地域の環境問題を、二国間や多
国間の様々な局面での考察を主題とする。

主題において要求される基礎知識と総合力を
身に着ける。 2 * ◎ ○ ○ ◎ ○

環日本海地域論B
日本、韓国、北朝鮮、中国、ロシアという環
日本海地域の諸国の領土問題や歴史問
題を多重的に考察する事を主題とする。

主題において要求される基礎知識と総合力を
身に着ける。 2 * ◎ ○ ○ ◎ ○

ヨーロッパ経済統合論A
EUの歴史、制度、課題に関する基本的知
識を講義する。

EUとは何かを理解し、国際社会におけるEUの
位置と役割が理解できるようになる。 2 * ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

ヨーロッパ経済統合論B
EUのかかえている応用的な問題、たとえ
ば単一通貨をユーロの歴史と現状につい
て講義する。

EUの抱えている問題と課題について、国際社
会における現実との関わりで応用的に理解が
できるようになる。

2 * ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

社会言語学A
日常的な日本語から日本社会を見る 日本語と日本社会との関連を見る目を養うこと

を目標とする。 2 * ○ ○

社会言語学B
対応する場面で使用される日本語と外国
語を比較する。

日本語と外国語の発想性の異同を分析できる
ようになる。 2 * ○ ○

東アジア社会情報論A
東アジア社会における多民族社会化につ
いて

東アジア社会の多民族社会化問題について理
解する。 2 * ◎ ○ Δ ○ ◎ Δ

東アジア社会情報論B
東アジアにおける多民族社会化にともなう
多文化・言語について

東アジア社会の多様な文化・言語の現状につ
いて理解する。 2 * ◎ ○ Δ ○ ◎ Δ

国際金融論A
国際金融の基礎構造 国際金融論の理論・制度・現状をバランスよく

理解出来るようになる。 2 * ○ ○ ◎ ◎ ◎ Δ ◎ ○ ○

国際金融論B

国際金融史と現状分析 基礎知識を前提に、世界各国が直面する複数
の課題に視点を広げ、国際金融の現代的な問
題や、歴史の中での経験、及び将来のあるべ
き制度について、自分自身の見識を持つこと
が出来る。

2 * ○ ○ ◎ ◎ ◎ Δ ◎ ○ ○

国際経済学
主流派国際経済学の検討 主流派国際経済学をその問題点も含めて理

解する。 2 * ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

演習 3・4 * *         ○ ◎ ◎ ◎
特別研究 3 * ◎ ◎ ○
卒業研究 4 * * ◎ ◎

経済学外国語文献研究 2 *  ○ ◎
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学類のCP(カリキュラム編成方針）

11. さま
ざまな情
報源(日
本語以
外で発
信されて
いるもの
も含む)
から適切
な情報を
取捨選
択し、有
益に活
用する能
力を養
う。

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

8. 国際
社会、
日本社
会、地
域社会
が抱え
る諸問
題を理
解し、解
決の為
の政策
立案能
力を養
う。

9. 将
来、社
会の一
員とし
て働く
ことの
意識を
高める
ととも
に、
キャリ
ア形成
のため
の基盤
を形成
する。

以下の5つの人材養成目標を掲げ、この人材養成目標に到達した者に学士（経済学）の学位を授与する。

1. 幅広い教養、知識、判断力を持った社会で活躍できる人材を養成する。
2. 経済学・経営学の専門知識を持った人材を養成する。
3. 現代社会に対する強い問題意識をもち、自分自身の力で課題を発見し、解決する能力をもった人材を養成する。
4. 高いコミュニケーション能力（外国語によるものも含む）、プレゼンテーション能力、IT能力を養う。
5. 地域社会が抱える問題に強い関心をもち、そこに積極的に関わることのできる人間性豊かな人材を養成する。

後
期

6. 現代
経済社
会が形
成される
に至った
過程及
び背景
を理解
する。

7. さまざ
まな経
済学説
や理論
を修得
する。

10. 課
題を発
見し、
自ら調
べ、解
決策を
導き出
す能力
を培う。

学年

2012年度版

12. 社会
人に必要
なコミュニ
ケーション
能力、IT
能力、プ
レゼン
テーション
能力、ディ
ベート能
力を身に
つける。

学類のカリキュラム

科目番
号（今年
度非開
講の科
目にはx
をつけ
た）

授業科目名
授業科目の主題
（この授業科目の中心となる題目・問題・
テーマ等）

4. 企業、
組織の
しくみを
学び、経
営に必
要な知
識を得
る。

5. 国際
経済、国
際社会
の動向
および外
国経済
事情に
対する理
解を深
める。

前
期

学域名 人間社会学域

学類名 経済学類

学類の学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学習成果を上げるために履
修することが求められる科目）

【2008年度から2011年度の入学者】初年度には経済学を学ぶにあたっての基礎的なツールとなる「経済数学」や、経済学への興味関心を高めることを目的に配
置した「総合講義」を履修して、2年次以降に本格化する専門科目の履修に備える。専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に
応じて自主的に履修計画を作成することができるが、共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目を学類共通科目（13科目）として配置し、そこから5科目
(10単位）を履修することが卒業要件となっている。なお、2年次から経済理論・経済政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属され
るが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも6科目12単位修得することが卒業要件となっている。また、3年次から、各自が関心を持つ専門演
習に配属され，専門分野をより深く探求する．演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。
【2012年度以降の入学者】専門科目として開講される科目の大部分は選択科目であり，各自の興味に応じて自主的に履修計画を作成することができる。しかし
共通フレームワークとしての位置づけを持つ科目は、学類共通科目として選択必修になっている。学類共通科目は、数学系、原論系、経済史、学説・思想系の
四領域から、それぞれ2,2,1,1科目以上、全体で6科目12単位を履修することが卒業要件となっている。3年次から、各自が関心を持つ専門演習に配属され、専
門分野をより深く探求する。演習では、研究指導を目的とした特別研究（3年次）、卒業研究（4年次）の履修が可能である。また演習配属後に、経済理論・経済
政策コース、経営・情報コース、比較社会経済コースのいずれかに配属されるが、各コースが設定したコース選択必修科目から少なくとも8科目16単位修得する
ことが卒業要件となっている。

1. 幅広い
教養を身
につけ、
複眼的に
現代社
会を視る
目を養
う。

2. 経済
学・経営
学を学ぶ
に必要な
基礎的な
考え方や
分析手
法を修得
する。

3. 市場
経済の
しくみと
政府の
役割を
理解す
る。

学生の学習目標

インターンシップ

就業体験を通して経済学、経営学を実践
的に学ぶ

1．通常の学習と就業体験との結合ができる。
2．ビジネスマナー等一般社会常識の習得が
できる。
3．就業観の形成ができる。

3 * ○ ○ ○
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